

































として 8種類の助走距離を設定し 9 得られた記録と踏切前10m区間の助走速度との関係から
なかでも
ることを試みている。その結果，学年に応じた豆、適助走距離が存在することを
も同様に小学校 3~高校 3 年生を対象とし， 10m ~Z5m の 4 種類の助走距離を
をマ』クした児童の記録と50m民走能力から「瑛走能力の高いものほど


































身 長 (cm) 





50m走 ( sec ) 
男 児 女 児
11 18 
126. 8:i6. 2 129.5土5.4
(127.8十5.3) (127.1土5.3)
25. 7土2.9 26.3士3.3
(26.8土4.6) (26. 3:i4. 6) 
34.6土4.4 32.6土4.3
*** *** 







* * * * * 
(9. 80:i 0.83) * * * (10.13士0.81)






























言己 録 踏切区間 15-20m 10-15m 5 -10m 0-5m 
(cm) (m/s) (m/s) (m/s) (m/ s) (m/s) 
男児 283. 1 5.56 5.14 3.97 
(23.1) * (0.24) (0.16) (0.16) 15m 
女児 250.5 5.30 5.05 3.92 
( 31. 6) (0.36) (0.28) (0.21) 
男児 270.8 5.54 5.30 5.05 3.87 
( 21. 4) (0.25) (0.18) (0.22) (0.13) 
20m 
女児 250.8 5.36 5.27 4.92 3. 77 
( 27.2) (0.28) (0.28) (0.31) (0.19) 
男児 273.1 5.51 5.42 5.32 5.05 3.98 
(24.7) * (0.29) (0.21) (0.18) (0.17) (0.14) 25m * 
女児 245.3 5.27 5.30 5.16 4.86 3.90 
( 29.1) (0.34) (0.25) (0.30) (0.22) (0.23) 
* * p <0.01 * P< O.05 )内の数値は標準偏差を示す
② 踏切区間速度に対する各助走区間速度の割合
図2は踏切区間速度に対する各助走区間速度の割合を助走距離別に示したものである。助走の開始
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男児 (人) 女児 (人)
A型 B型 C型 A型 B型 C型
15m 11 。。 15m 16 2 。
20m 9 。2 20m 10 6 2 
25m 8 3 。 25m 6 10 2 
A型:加速型 B型:減速型 C型:途中減速型
⑥ 50m走タイムと走り幅跳びの記録，助走距離の関係
表 4，5は， 50m走の平均記録と標準偏差より，被験者を上位群(Mean-O. 5 O以下)，中位群










50m<9.07sec 9.07<50m<9.46 50m孟9.46sec 
N (人) 4 4 3 
*** 
言日 録 (cm) 307.0土4.9 285.8土24.7 260.0土4.0
助走距離 (m) 15.0土0.0 20.0土5.0 18.3土4.7 
* * * P<O.001 
表5 50m走タイム別にみた走り幅跳びの記録と助走距離(女児)
上位群 中位群 下位群
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-- - -- ー--串--早ーーーー早串田曲世ーーー--ー.ーーーーー ーーーーーーーー“・幽ー幽量ーーーー--ーーーーー
50m<9. 36 sec 9. 36~50m<9. 86 50mミ9.86sec 
N (人) 6 6 6 
*** 
記録 (cm) 285.5:1: 19.。 259.0:1:21. 0 236.0:1: 18.8 
助走距離 (m) 20.8:1:3.4 18. 3土3.7 17.5土2.5








N 記 録 踏 切 15-20m 10-15m 5 -10m 0-5m 
(人) (cm) (%) (%) (%) (%) (%) 
上位群 6 303.3:1: 7.0 93.2 85.6 65.6 
15m *** 
下位群 5 258.8:1: 5.6 95.0 89.0 69.3 
上位群 6 287.7:1:11. 6 92. 7 88. 7 84.2 63.8 
20m *** 
下位群 5 250.6土 9.7 95.1 90.9 87.1 67.5 
上位群 4 291. 0:1: 10.1 93.4 91. 2 89.3 84.4 65.4 
25m *** 
下位群 7 251. 6:1: 7.5 93.0 92.5 90.9 86.8 69. 7 
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